
	
		
		
		
			
				
					
					
    



					
		
				
					

					ホーム
				
			
	
				
					

					おまかせ表示
				
			


		
				
					

					ログイン
				
			


		
				
					

					設定
				
			


		
				
					

					寄付
				
			


		
				
					
					Wikisourceについて
				
			
	
				
					
					免責事項
				
			





					
				
				
					
						[image: Wikisource]


						
					
				

					
				
					
					
				

				
	    
検索
	


		
					
				
			

		
		
			
			

			

			
			
				
					Page:Hōbun Nihon Gaishi.pdf/195

					

				

				
		
				
				    
言語
				
		
	
				
				    
ウォッチ
				
		
	
				
				    
編集
				
		




				

			

			
				このページはまだ校正されていません
上皇、兵を起こして白河殿（しらかはでん）に據る。左大臣藤原
頼長（よりなが）謀主となりて、
四（よも）に兵を
募（つの）る。京畿大に
擾（みだ）る。得子乃
筐（きやう）を
啓（ひら）けば、則、武臣十人の名を書せり。義朝之が
首（はじめ）たり。卽、義朝を召す。義朝乃兵を率ゐて、族の
賴政（よりまさ）等と倶に
高松殿（たかまつでん）を
衛（まも）る。賴政は
賴光（よりみつ）五世の孫也。

安藝守平淸盛も亦召に應じ入りて
衛（まも）る。

是に於て、上皇使者をして爲義を召さしむ。爲義辭して曰く、「臣
老贏（らうるゐ）、復、
平昔（へいせき）に非ず。長子義朝勇にして
衆（しゆう）あり。而れども既に
禁內（きんだい）に
赴（おもむ）けり。
餘子（よし）は獨爲朝用ゐる可し。君請ふ、之を用ゐ給へ、臣を以て爲す毋れ。且、臣、家に傳へし所の八
甲（かふ）、風の
漂（たゞよ）はす所を夢む。臣、心に之を惡む。往くも必利あらじ」と。使者之を
强（し）ふ。爲義已を得ずして、諸子を率ゐて之に赴く。上皇喜び以て
判官代（ほうぐわんだい）と爲し、邑及び
寶劔（ほうけん）を賜ひ、四子
賴賢（よりかた）を以て
藏人（くらうど）と爲す。因りて會して戰を議す。爲朝進み言て曰く、「臣、大戰二十たび。小戰二百たび。以て九國を
芟鋤（せんじよ）せり。少を以て衆を擊つは、
毎（つね）に夜攻に利あり。臣請ふ、今夜、高松殿を襲ひ、其三方に
火（ひ）して、これを一面に
要（えう）せん。其善く戰ふ者は獨、臣の兄義朝あり。然れども臣一
矢（し）もて之を
斃（たふ）さん。平淸盛輩の如きに至りては、臣
鎧袖（がいしう）一
觸（しよく）せば、皆、自、倒
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